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(2) 

平
成
ア
年
第
一

一
固
定
例
会

岡垣町議会だより

原 第
二
固
定
例
会
は
、

6
月
日

日
か
ら
お
固
ま
で
開
催
さ
れ
、

町
長
か
ら
国
際
交
流
事
業
の
実

施
、
及
び
行
政
改
革
推
進
委
員

会
設
置
等
に
伴
う
一
般
会
計
予

算
の
補
正
や
、
国
民
健
康
保
険

税
の
限
度
額
引
き
上
げ
な
ど
、

十
議
案
の
提
案
と
二
件
の
報
告

が
、
議
員
か
ら
請
願
に
と
も
な

う
意
見
書
が
一
件
提
案
さ
れ
、

可
決
十
一
件
と
い
う
結
果
に
な

り
ま
し
た
。

岡
垣
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
{
可
決
)

平成7年8月10日

博
さ
ん
が
、
平
成
7
年

7
月
1
日
か
ら
三
年
間
、
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

岡
垣
町
土
地
開
発
公
社
役
員
の

任
命
に
つ
い
て

岡
垣
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

(
賛
成
多
数
可
決
)

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
と

も
な
う
条
例
の
改
正
で
す
。

こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、
保
険

税
の
限
度
額
が
二
万
円
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

(
可
決
)

議
員
の
退
職
に
よ
り
欠
員
が

生
じ
た
の
で
、
新
た
に
議
員
か

ら
、
山
田
隆
一
、
下
川
路
勲
、

竹
内
和
男
、
松
本
国
夫
の
四
名

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

博さん原

岡
垣
町
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例(
可
決
)

岡
垣
町
非
常
勤
消
防
団
員
に
係

る
退
職
報
償
金
の
支
給
に
聞
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

(
可
決
)

頻
繁
に
発
生
す
る
災
害
に
お

け
る
消
防
団
員
の
、
災
害
補
償

制
度
の
充
実
を
は
か
る
た
め
の

条
例
改
正
で
す
。

こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、
消
防

団
員
が
殉
職
又
は
障
害
者
に
な
っ

た
場
合
に
支
給
さ
れ
る
賞
じ
ゅ

つ
金
が
二

O
軒
、
退
職
報
償
金

が
平
均
一
・
五
軒
、
そ
れ
ぞ
れ

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

岡垣町消防団

平
成
7
年
度
岡
垣
町
一
般
会
計

補
正
予
算
(
第
一
号
)

(
賛
成
多
数
可
決
)

国
際
交
流
事
業
費
や
行
政
改

革
推
進
委
員
の
報
酬
等
に
と
も

な
う
予
算
補
正
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
と

も
に
二
千
二
百
八
十
三
万
千
円

が
増
額
さ
れ
、
予
算
総
額
は
七

十
九
億
四
千
二
百
八
十
三
万
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

成人検診風景

平
成
7
年
度
岡
垣
町
老
人
保
健

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
(
第

一
号
)

(
可
決
)

前
年
度
の
療
養
費
等
に
充
て

る
国
庫
補
助
金
が
不
足
し
、
繰

上
充
用
が
生
じ
た
た
め
の
補
正

で
す
。こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
と

も
に
千
四
百
五
万
六
千
円
が
増

額
さ
れ
、
予
算
総
額
は
二
十
七

億
二
千
八
十
六
万
四
千
円
と
な

り
ま
し
た
。



平成7年8月10日

公
共
下
水
道
管
渠
工
事
に
関
す

る
闘
停
申
立
て
等
に
つ
い
て

岡垣町融会だより

岡
垣
町
道
路
線
の
眠
定
に
つ
い

て

(
可
決
)

国
道
三
号
バ
イ
パ
ス
開
通
に

と
も
な
う
、
町
道
へ
の
移
管
で

す。
こ
れ
に
よ
り
、
鍋
田
交
差
点

か
ら
小
局
入
口
付
近
を
除
く
、

旧
国
道
三
号
線
の
総
延
長
千
四

百
八
十
討
が
町
道
に
な
り
ま
し

た。

(3) 

句同園岡田・・・・・・・・6

(
可
決
)

下
水
道
工
事
に
と
も
な
う
、

調
停
の
申
し
立
て
で
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
野
間
二
区

内
の
私
道
に
、
工
事
を
行
う
た

め
の
承
諾
を
求
め
る
調
停
申
し

立
て
が
行
わ
れ
ま
す
。

吉
木
第
二
汚
水
幹
線
管
渠
築
造

工
事
輔
負
契
約
に
つ
い
て(
可
決
)

現
在
、
下
水
道
処
理
の
普
及

率
は
五
十
二
・
九
軒
で
す
。

こ
の
工
事
は
、
野
間
区
、
高

塚
区
及
び
吉
木
区
の
一
部
の
下

水
処
理
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
幹
線
工
事
で
す
。

町通に限定された旧 3号線の鍋国交差点付近

平
成
6
年
度
岡
垣
町
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

前
固
定
例
会
で
可
決
し
た
平

成
6
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予

算
の
中
で
、

7
年
度
ま
で
支
出

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
農
業

関
係
事
業
費
な
ど
の
繰
越
明
許

費
に
つ
い
て
、
法
律
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
繰
越
計
算
書
の

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
6
年
度
岡
垣
町
土
地
開
発

公
社
決
算
報
告
に
つ
い
て

平
成
6
年
度
の
土
地
開
発
公

社
の
成
果
を
示
し
た
も
の
で
す
。

事
業
実
績
の
中
で
、
土
地
取

得
に
関
し
て
は
、
福
祉
の
里
及

び
街
路
赤
井
手
源
十
郎
線
事
業

用
地
の
取
得
を
予
定
し
て
い
た

が
、
取
得
が
困
難
で
あ
っ
た
た

め
、
当
初
計
画
を
下
回
っ
た
こ

と
、
土
地
売
却
に
関
し
て
は
、

糠
塚
の
工
業
団
地
の
残
地
の
売

却
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
計
画

目
標
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
こ

と
な
ど
、
今
後
の
対
策
と
と
も

に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

請
願

陳
情

• 

本
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
請

願
は
二
件
、
陳
情
は
二
件
で
、

合
わ
せ
て
四
件
の
審
査
を
行
い
、

採
択
三
件
、
趣
旨
採
択
一
件
と

い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

採
択
さ
れ
た
請
願
に
と
も
な

う
意
見
書
も
可
決
と
な
り
、
内

閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
、
関
係

機
関
に
対
し
送
付
し
ま
し
た
。

新体制による初の定例会採決風景

南
山
田
区
内
忍
び
区
周
辺
の
道

路
溝
董
設
置
の
陳
情
に
つ
い
て

(
趣
旨
採
択
)

公
立
学
校
事
務
職
員
・
同
栄
聾

職
員
給
与
費
の
国
庫
負
担
制
度

堅
持
に
関
す
る
輔
願
(
採
択
)

道
路
整
備
に
関
す
る
陳
情

〈
野
間
ニ
区
内
の
私
道
関
係
〉
(
採
択
)

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
改
造
の
輔
願
(
採
択
)

公
立
学
校
事
務
職
員
・
同
栄
養

職
員
給
与
費
の
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
堅
持
を
求
め
る
意

見

書

(

可

決

)



(4) 

般
質
問

い
等
に
必
要
な
場
合
は
町
と
し

て
住
民
の
後
押
し
は
考
え
た
い
。

竹
内

和
男

機
員

防
災
計
画
は
進
ん
で

い
る
か

岡垣町議会だより

質
問
阪
神
大
震
災
に
関
し
て

前
回
質
問
し
た
類
似
町
視
察
の

件
、
野
間
高
架
橋
の
安
全
度
の

件
、
芦
屋
航
空
自
衛
隊
と
の
防

災
協
定
見
直
し
の
件
に
つ
い
て
、

町
長
が
表
明
し
た
り
確
約
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、
今
ま
で
に
ど

の
様
な
協
議
、
検
討
な
ど
が
な

さ
れ
た
の
か
た
ず
ね
る
。

答
弁
類
似
町
で
あ
る
北
淡
町

の
受
け
入
れ
体
制
の
問
題
も
あ

り
、
ま
だ
実
施
し
て
い
な
い
。

今
後
受
げ
入
れ
先
と
早
急
に

協
議
の
上
、
担
当
職
員
を
派
遣

し
た
い
。

野
間
高
架
橋
に
つ
い
て
は
、

建
設
省
に
確
認
し
て
、
福
岡
県

に
お
い
て
は
震
度
五
程
度
を
想

定
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
災
害
派
遣
に
つ
い
て

は
自
衛
隊
法
八
十
三
条
に
よ
っ

て
震
度
五
以
上
の
場
合
に
自
主

派
遣
す
る
よ
う
検
討
さ
れ
て
い

平成7年8月10日

私
道
の
整
備
に
つ
い
て

質
問
野
間
二
区
内
の
私
道
に

関
し
て
、
町
と
し
て
ど
の
様
な

対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
当
該
道
路
は
、
幅
員
五
・

・

一
計
、
延
長
百
七
十
討
、
非
常

に
公
共
性
が
高
い
道
路
で
、
造

成
完
了
か
ら
二
十
年
も
経
過
し

て
い
る
う
え
、
下
水
道
管
事
業

も
予
定
し
て
い
る
の
で
、
こ
の

機
会
に
地
権
者
と
の
問
題
の
解

決
に
努
力
し
た
い
。/
 

る
が
、
郡
内
各
町
の
協
定
が
火

災
の
み
の
規
定
で
あ
る
の
で
、

相
談
し
な
が
ら
善
処
し
た
い
。

質
問
海
老
津
台
団
地
内
の
ガ

ス
管
の
交
換
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
宅
地
内
に
つ
い
て
は
交
換

さ
れ
な
い
の
で
、
将
来
、
地
震

に
よ
る
ガ
ス
漏
れ
が
発
生
し
、

火
災
が
お
こ
る
恐
れ
も
あ
る
が
、

こ
の
点
に
つ
い
て
町
と
し
て
ど

う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

答

弁

当

該

団
地
及
び
周

辺
の
土
地
は

酸
性
が
強
く
、

公
共
事
業
を

行
う
場
合
に

は
注
意
し
つ

つ
工
事
を
し

て
い
る
。

ガ
ス
事
業

に
つ
い
て
は

町
は
関
与
し

て
い
な
い
が
、

火
災
事
故
防
¥

ご

止
の
観
点
か
¥
¥
¥

ら
、
事
業
者
h

¥

¥

と
の
話
し
合
¥
ト
l

木
原

信
次

蟻
員

学
校
教
育
行
政
に
つ
い
て

た
ず
ね
る

質
問
黒
山
小
学
校
(
仮
称
)

予
定
地
は
、
ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ウ

ン
ド
と
し
て
整
備
さ
れ
る
が
、

学
校
予
定
地
と
な
っ
た
経
緯
は
。

答
弁
松
ヶ
台
地
区
の
住
宅
団

地
開
発
に
と
も
な
い
、
松
ヶ
台

地
区
と
海
老
津
台
地
区
の
児
童

の
た
め
の
、
小
学
校
予
定
地
と

し
た
。

野間高架橋

小
学
校
を
開
設
す
る
た

め
の
要
件
は
な
に
か
。

答
弁
新
設
の
小
学
校
は
、
十

二
学
級
以
上
の
児
童
数
が
必
要

で
あ
る
。

海
老
津
台
地
区
、
松
ヶ
台
地

区
の
他
に
、
元
松
原
区
、
西
黒
山

区
の
児
童
を
予
定
し
て
い
る
が
、

現
在
定
数
に
達
し
て
い
な
い
。

今
後
は
、
む
し
ろ
減
少
し
て

い
く
傾
向
に
あ
る
。

質
問
岡
垣
町
の
総
合
計
画
で

は
、
人
口
想
定
を
平
成
7
年
で
、

三
万
四
千
百
人
と
し
て
い
る
が
、

現
実
は
五
千
人
少
な
い
。

こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
に
い
く

ら
の
影
響
が
あ
る
か
。

答
弁
条
件
に
よ
り
同
一
で
は

質
問

松
ヶ
台
、
海
老

津
ニ
ュ

1
タ
ウ
ン

な
ど
、
団
地
が
造

成
さ
れ
る
の
で
、

増
加
を
期
待
し
て
い
る
。

現
状
で
は
、
児
童
数
が
基
準

に
達
し
て
い
な
い
の
で
、
小
学

校
の
開
設
は
困
難
で
あ
る
。

質
問
現
在
の
学
校
区
割
り
は
、

学
校
ま
で
の
距
離
に
よ
っ
て
、

行
政
区
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い

る
が
、
問
題
は
な
い
か
。

答
弁
旭
東
区
は
、
山
田
小
学

校
の
方
が
近
い
が
、
海
老
津
小

学
校
に
通
っ
て
い
る
。

松
ヶ
台
団
地
は
、

な
い
が
新
築
転
入

の
場
合
で
、
二
戸

当
た
り
四
十
万
円

の
歳
入
を
見
込
ん

で
お
り
、
か
な
り

の
歳
入
滅
と
な
る
。

質
問
住
民
の
高

齢
化
が
進
む
な
か

で
、
ト
小
学
生
の
子

供
を
持

2
王
代
、

三
十
代
の
住
民
の

増
加
は
、
町
の
大

き
な
力
に
な
る
が
。

答
弁
若
い
世
代

の
定
住
は
必
要
で

あ
る
。

黒山小学校(仮称)予定地(本年度にスポーツグラウンドとして聾備されます)

そ
の
旭
東

区
を
通
り
山
田
小
学
校
に
通
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
海
老
津
小
学
校
開
設

時
に
海
老
津
台
団
地
を
割
り
当

て
て
い
る
た
め
、
松
ヶ
台
も
海

老
津
小
学
校
に
割
り
当
て
る
と
、

学
校
の
教
室
等
の
関
係
で
無
理

だ
と
い
う
判
断
に
基
づ
き
、
山

田
小
学
校
に
決
定
し
た
。

黒
山
小
学
校
(
仮
称
)
の
開

設
の
動
向
も
あ
る
が
、
現
時
点

で
の
変
更
は
考
え
て
い
な
い
。



平成7年8月10日

質

問

昭

和

ω年
代
に
開
発
さ

れ
た
団
地
の
住
環
境
、
生
活
道

路
、
公
園
、
緑
地
は
不
十
分
で

あ
り
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
整
備

状
況
を
た
ず
ね
る
。

答
弁
開
発
さ
れ
た
団
地
は
、

二
十
三
行
政
区
あ
り
、
道
路
の

舗
装
、
排
水
の
改
良
等
は
、
第

三
次
総
合
計
画
に
よ
り
実
施
し

岡垣町議会だより

竹
井

信
正

識
員

住
み
よ
い
生
活
環
境
は

整
備
さ
れ
て
い
る
か

(5) 

て
き
た
と
こ
ろ
だ
が
、
未
整
備

地
区
に
つ
い
て
は
、
緊
急
の
も

の
か
ら
年
次
計
画
に
よ
り
実
施

し
た
い
。

質
問
よ
り
良
い
住
環
境
を
形

成
す
る
た
め
の
公
園
、
緑
地
の

整
備
に
つ
い
て
た
ず
ね
る
。

答
弁
古
い
団
地
の
公
園
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
新
設
一
か
所
、

維
持
補
修
が
二
か
所
で
あ
る
。

今
後
の
全
体
計
画
は
、
銭
高

組
の
宅
地
開
発
に
と
も
な
っ
て
、

公
園
を
五
か
所
、
緑
道
を
一
か

所
新
設
す
る
予
定
で
あ
る
。

都市公園

近
隣
公
園
は
二
か
所
予
定
し

て
い
る
。

緑
地
に
つ
い
て
は
、
道
路
、

公
園
の
一
部
を
緑
化
し
整
備
し

て
き
た
が
、
今
後
も
こ
れ
ら
の

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
緑
化
を

年
次
計
画
で
進
め
た
い
。

ま
た
、
都
市
計
画
の
見
直
し

ゃ
、
第
三
次
総
合
計
画
後
期
計

画
の
中
で
調
整
を
は
か
る
予
定

で
あ
る
。

質
問
生
活
道
路
の
整
備
状
況

に
つ
い
て
た
ず
ね
る
。

答
弁
団
地
内
道
路
の
内
、
蓋

を
し
て
も
基
準
に
満
た
な
い
、

幅
員
四
討
未
満
の
道
路
が
、
五

行
政
区
に
点
在
し
、
概
数
で
七

日
ょ
に
も
な
り
、
ま
た
、
葦
の

つ
い
て
い
な
い
所
は
八
十
九
軒

に
な
る
。
一
方
、
造
成
団
地
の
あ
る
二

十
三
区
で
み
る
と
、
側
溝
延
長

が
九
十
三
九
ト
ル
あ
り
、
そ
の
内
、

蓋
な
し
が
七
十
三
九
ー
に
も
な

る。
こ
れ
ら
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

年
次
計
画
で
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
町
の
大

型
事
業
も
計
画
さ
れ
て
い
る
の

で
、
予
算
の
調
整
を
は
か
り
な

が
ら
、
緊
急
性
の
高
い
と
こ
ろ

か
ら
地
元
区
と
調
整
し
な
が
ら

事
業
を
進
め
た
い
。

細
111 

織
員

光
利

生
活
道
路
の
整
備
計
画
を

た
ず
ね
る

質
問
都
市
計
画
法
適
用
以
前

の
団
地
造
成
箇
所
と
同
団
地
内

の
道
路
及
び
側
溝
の
状
況
に
つ

い
て
。

答
弁
同
団
地
は
五
行
政
区
に

四
れ
未
満
の
道
路
が
あ
り
、
消

防
車
が
入
ら
な
い
と
こ
ろ
、
交

通
事
故
多
発
地
帯
は
、
最
重
点

• 
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的
な
課
題
と
考
え
て
い
る
の
で
、

第
三
次
総
合
計
画
後
期
計
画
の

中
で
、
考
え
て
い
き
た
い
。

質
問
生
活
道
路
は
最
も
基
本

的
な
社
会
基
盤
で
あ
る
。

住
民
の
生
活
上
の
利
便
性
、

機
能
性
の
向
上
を
は
か
る
べ
き

で
あ
り
、
年
次
計
画
に
基
づ
き

実
施
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

答
弁
執
行
部
で
検
討
し
て
、

来
年
度
か
ら
あ
る
程
度
の
予
算

を
付
け
て
実
施
を
考
え
た
い
。

実
施
箇
所
に
つ
い
て
は
十
分

検
討
し
た
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー
の
建
設
の

考
え
は
あ
る
か

保健婦の仕事ぷり

質
問
保
健
セ
ン
タ
ー
建
設
及

び
保
健
婦
活
動
の
目
的
と
役
割

に
つ
い
て
た
ず
ね
る
。

答
弁
厚
生
省
よ
り
、
市
町
村

保
健
セ
ン
タ
ー
整
備
に
つ
い
て

要
綱
が
示
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ

き
、
地
域
住
民
に
密
着
し
た
保

健
相
談
、
健
康
教
育
、
健
康
審

査
等
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
『
福
祉
の
里
』

を
建
設
し
、
そ
の
中
に
保
健
サ
ー

ビ
ス
部
門
を
併
設
す
る
。

質
問
福
祉
の
里
に
併
設
さ
れ

る
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
の

保
健
活
動
及
び
将
来
を
見
渡
し

て
、
拠
点
施
設
と
し
て
十
分
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
る
か
。

答
弁
ご
指
摘
部
分
を
図
面
で

見
れ
ば
ス
ペ
ー
ス
は
確
保
し
て

い
る
が
、
供
用
開
始
し
て
み
な
い

と
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

賀
問
今
か
ら
で
も
十
分
検
討

し
て
、
実
施
計
画
に
取
り
入
れ

ら
れ
る
も
の
は
や
る
べ
き
だ
と

思
う
が
。

答
弁
設
計
は
ほ
と
ん
ど
出
来

て
い
る
が
、
設
計
変
更
の
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
内
部

で
検
討
し
た
い
と
思
う
。



は
、
資
産
公
開
条
例
を
ザ
ル
法
同

然
と
指
摘
し
て
お
り
、
厳
し
く
律

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

の
自
殺
が
続
い
て
い
る
。

岡
垣
町
の
い
じ
め
の
実
態
と
、

克
服
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
た

ず
ね
る
。

答
弁

実
態
調
査
の
結
果
は
、

三
分
の
一
が
い
じ
め
を
受
け
た

こ
と
が
あ
り
、
そ
の
内
三
分
の

一
が
い
じ
め
を
我
慢
し
て
い
る
。

ま
た
、
半
数
近
く
が
い
じ
め

を
傍
観
し
て
い
る
。

子
供
と
先
生
の
生
活
ノ

1
ト

の
交
換
や
、
相
談
箱
を
設
置
、

月
一
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な

ど
、
い
じ
め
の
サ
イ
ン
を
見
逃

さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

質
問

先
生
が
忙
し
す
ぎ
る
原

因
と
し
て
、
新
学
習
指
導
要
領

や
管
理
体
制
の
問
題
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

答
弁

学
校
現
場
は
忙
し
い
が
、

子
供
の
健
全
育
成
に
努
力
す
る

の
が
教
師
の
責
務
で
あ
る
。

質
問

競
争
社
会
、
成
績
主
義
、

新
学
習
指
導
要
領
、
新
学
力
観

の
下
で
、
子
供
た
ち
に
不
安
や

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
る
。

差
別

・
選
別
の
教
育
制
度
を

改
め
、
憲
法
と
教
育
基
本
法
に

立
ち
戻
り
、
一
人
ひ
と
り
の
子

供
を
大
事
に
す
る
、
人
間
を
大

事
に
す
る
教
育
を
要
望
す
る
。

楓
員

弘

久
保
田
秀
昭

平
山

織
員

(6) 

監
査
基
準
の
制
定
は

ま
だ
か

政
治
倫
理
条
例
の
制
定
の

考
え
は

遠賀郡消防署向塩出張所

ベ
ン
チ
の
設
置
に
つ
い
て

質
問

去
年
の
九
月
議
会
で
監

査
委
員
に
監
査
基
準
を
つ
く
る

こ
と
を
求
め
た
。

こ
の
目
的
は
、
公
正
で
効
率

的
な
行
財
政
を
確
立
す
る
た
め

で
あ
り
、
監
査
の
社
会
的
信
頼

性
を
高
め
る
も
の
で
あ
る
。

今
ま
で
監
査
基
準
が
な
く
、

監
査
委
員
の
裁
量
に
ま
か
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
、
必
ず
し
も
議

会
並
び
に
住
民
か
ら
監
査
に
対

す
る
、
信
頼
を
得
ら
れ
る
状
況

で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
監
査
基
準
は
な
る
べ

く
早
い
時
期
に
つ
く
る
と
言
う

答
弁
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁

監
査
委
員
に
お
い
て
検

討
が
開
始
さ
れ
、
今
年
5
月
の

初
議
会
で
議
員
選
出
の
監
査
委

員
が
選
任
さ
れ
た
の
ち
、

二
名

の
監
査
委
員
で
協
議
が
な
さ
れ
、

『
岡
垣
町
監
査
基
準
規
程
』
を

6
月
9
日
に
公
布
し
た
。

質
問

国
政
で
も
地
方
政
治
で

も
贈
収
賄
な
ど
政
治
腐
敗
が
後

を
断
た
な
い
。

町
民
の
付
託
に
よ
る
町
政
に

お
い
て
、
町
民
の
信
頼
を
裏
切
っ

て
は
な
ら
な
い
。

政
治
倫
理
条
例
を
制
定
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

答
弁

現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

九
月
議
会
で
提
案
す
る
予
定

の
、
町
長
の
資
産
公
開
条
例
で

十
分
機
能
を
果
た
す
と
考
え
る
。

質
問

九
大
の
斎
藤
文
男
教
授

質
問

高
齢
者
等
町
民
の
ふ
れ

あ
い
と
休
息
に
供
す
る
た
め
、

生
活
道
路
に
ペ
ン
チ
の
設
置
を

求
め
る
。

答
弁

現
在
、
歩
道
と
隣
接
し

て
二
か
所
設
置
し
て
い
る
。

歩
道
に
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
路

線
で
、
高
齢
者
を
含
め
て
広
く

町
民
に
利
用
が
予
測
さ
れ
る
所

は
、
考
慮
し
た
い
。

ま
た
予
算
は
、
車
庫
改
造
費
、

救
急
車
一
台
千
七
百
万
円
、
人

件
費
が
五
名
の
ニ
交
替
で
毎
年

五
千
万
円
必
要
な
ど
、
財
政
負

担
問
題
等
で
、
各
町
理
事
の
理

解
が
な
か
な
か
得
ら
れ
な
い
状

況
に
あ
る
が
、
緊
急
時
に
よ
り

迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
機

会
が
あ
る
ご
と
に
要
望
し
て
い

き
た
い
。

質
問

救
急
車
の
配
備
の
必
要

性
及
び
、
広
域
に
要
望
書
を
出

す
考
え
は
あ
る
の
か

答
弁
必
要
性
は
十
分
認
識
し

て
い
る
。

機
会
あ
る
ご
と
に
、

一
生
懸

命
ア
タ
ッ
ク
し
て
い
き
た
い
。

要
望
書
に
つ
い
て
は
、
十
分

検
討
さ
せ
て
ほ
し
い
。

挙
で
大
き
な
公
約
の
一
つ
と
し

て
、
遠
賀
郡
消
防
署
岡
垣
出
張

所
に
救
急
車
を
一

日
も
早
く
配

備
す
る
た
め
に
頑
張
る
こ
と
を

訴
え
た
。

岡垣町機会だより

い
じ
め
問
題
の
現
状
は

い
じ
め
が
原
因
で
子
供

質
問

こ
の
こ
と
は
町
民
の
命
を
守

る
こ
と
で
あ
り
、
地
方
自
治
体

の
責
務
で
も
あ
る
。

岡
垣
町
が
広
域
行
政
組
合
に

救
急
車
を

一
日
も
早
く
配
備
す

る
よ
う
に
、
一
層
の
努
力
を
求

め
る
。

中学校の授横風景

答
弁

設
置
基
準
は
、
人
口
五

万
人
に
一
台
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
管
内
は
二
台
で
基
準

を
す
で
に
満
た
し
て
い
る
。

現
在
、

三
台
配
備
し
て
い
る

な
か
で
、
も
う
一
台
増
車
は
難

し
い
状
況
で
あ
る
。

平成7年8月10日

救
急
車
の
増
配
備
は

今
回
の
町
議
会
議
員
選

質
問

r 

r 



平成7年8月10日

委
員
会
だ
よ
り

総

務

常

任

委

員

会

岡垣町融会だより

6
月
定
例
会
の
会
期
中
に
、

総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
案
件
は
、
四
件
で
し
た
。

①
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
条
例
を
一

部
改
正
す
る
条
例

②
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退

職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
③
公
共
下
水
道
管
渠
工
事
に
関

す
る
調
停
申
立
て
等
に
つ
い

て

(7) 

。

④
平
成
7
年
度
町
一
般
会
計
補

正
予
算

①
か
ら
③
ま
で
全
会
一
致
で

可
決
し
、
④
の
み
賛
成
多
数
で

可
決
し
、
本
会
議
に
て
同
様
に

可
決
し
ま
し
た
。

④
の
補
正
予
算
で
は
、
国
際

交
流
企
画
費
や
行
政
改
革
推
進

で
の
白
熱
し
た
論
議
が
あ
り
ま

し
た
。特
に
、
③
の
公
共
下
水
道
管

渠
工
事
に
関
す
る
調
停
等
に
つ

い
て
は
、
野
間
二
区
内
の
私
有

地
道
路
内
に
、
公
共
下
水
道
を

設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
所

有
者
の
同
意
を
求
め
る
調
停
等

を
行
う
も
の
で
あ
り
、
長
年
の

懸
案
を
本
件
調
停
等
に
よ
り
、

地
域
住
民
の

立
場
に
た
っ

て
、
出
き
る

か
ぎ
り
早
期

服
に
解
決
を
は

糊
か
ろ
う
と
す

交
る
も
の
で
す
。

鵬

今

後

、

本

切
件
は
他
の
道

闇
路
問
題
の
解

決
に
む
け
て

の
指
標
に
な

る
と
考
え
ま

す。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

6
月
日
日
に
開
催
さ
れ
た
当

委
員
会
で
、
条
例
の
改
正
が
一

件
と
、
請
願
二
件
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
国
民
健
康
保
険
税
の

改
正
で
限
度
額
を
二
万
円
引
き

上
げ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
慎
重

に
審
査
し
た
結
果
、
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。

次
に
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
の
土
が
雨
で
流
さ
れ

る
の
で
、
オ
ム
ニ
コ

1
ト
(
人

口
芝
)
に
張
り
替
え
て
欲
し
い
、

ま
た
A
コ
l
ト
北
側
が
狭
い
の

で
改
造
し
て
欲
し
い
と
の
請
願

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
現
地
調

査
等
を
行
い
、
採
択
し
ま
し
た
。

ま
た
、
公
立
学
校
事
務
職
員
・

同
栄
養
職
員
給
与
費
の
国
庫
負

担
制
度
堅
持
に
関
す
る
請
願
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
こ
の
請
願

を
採
択
し
、
固
に
堅
持
す
る
よ

う
意
見
曹
を
提
出
し
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
が
、

8
年
度
の
予
算

に
て
適
用
除
外
の
検
討
が
行
わ

れ
る
懸
念
が
あ
る
の
で
、
再
度

国
に
意
見
曹
を
提
出
す
る
た
め
、

採
択
し
ま
し
た
。

今
回
は
三
件
で
し
た
が
、
今

後
も
現
地
調
査
等
、
審
査
を
慎
重

に
行
い
、
住
民
の
皐
詑
に
答
え
て

行
き
た
い
と
、
考
え
て
い
ま
す
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会

総合グラウンド内テニスコート

6
月
H
日
に
開
催
さ
れ
、
当

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
の

町
道
路
線
認
定
は
、
山
田
峠

1

鍋
回
線
、
上
畑

S
海
老
津
線
二

路
線
の
総
延
長
千
四
百
八
十

M

で
す
。建
設
省
や
県
が
地
元
隣
接
区

の
住
民
要
望
に
十
分
対
処
さ
れ

て
い
る
の
か
等
を
調
査
し
ま
し

た。
陳
情
の
ニ
件
は
道
路
整
備
に

関
す
る
陳
情
で
す
。

村
野
間
二
区
内
の
私
有
地
道

路
は
生
活
道
路
と
し
て
か
か

せ
な
い
だ
け
に
、
地
権
者
と

の
理
解
を
得
る
な
か
で
、
早

急
に
解
決
す
る
よ
う
、
陳
情

の
趣
旨
を
理
解
し
採
択
と
し

ま
し
た
。

。
南
山
田
区
周
辺
の
道
路
溝

蓋
設
置
の
陳
情
で
す
が
、
都

市
計
画
法
適
用
以
前
に
造
成

さ
れ
た
団
地
だ
け
に
、
南
山

田
区
の
問
題
で
は
な
く
、
町

全
体
に
係
る
重
要
な
課
題
で

あ
り
、
公
平
性
の
確
保
が
肝

要
で
す
。

こ
れ
を
全
部
解
決
す
る
に
は
、

膨
大
な
経
費
を
要
し
、
短
期
間

で
は
解
決
は
出
来
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
陳
情
の
基
本

的
考
え
方
で
あ
る
、
悪
条
件
下

の
古
い
団
地
の
生
活
道
路
を
整

備
し
て
ほ
し
い
と
言
う
趣
旨
は

十
分
理
解
で
き
、
そ
の
必
要
性

を
認
め
趣
旨
採
択
と
し
ま
し
た
。野間二区の道路



考
え
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

運
営
の
補
佐
で
あ
わ
た
だ
し
い

一
日
で
す
。

議
会
の
審
議
の
様
子
は
、
だ

れ
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

(8) 
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擦

書

踏
会
事
務
局
の
一
日

人
権
問
題
を
考
え
る

ま
た
休
会
中
で
も
議
場
を
見

学
さ
れ
た
い
方
は
、
お
気
軽
に

お
い
で
下
さ
い
。

職
員
が
案
内
し
ま
す
。

吋

1
4

岡垣町議会だより平成7年8月10日

今
回
の
参
議
院
議
員
選
挙
の

投
票
率
が
五
十
軒
を
切
っ
た
こ

と
は
、
大
問
題
で
あ
り
、
政
治

不
信
が
頂
点
に
達
し
て
い
る
こ

と
の
現
れ
で
は
な
い
か
と
思
う
。

我
々
も
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

の
責
任
の
一
端
は
あ
る
と
考
え

る
が
、
現
政
局
の
中
で
は
な
か

な
か
努
力
が
実
ら
な
い
。

岡
垣
町
政
に
お
い
て
は
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ

う
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。

議
会
だ
よ
り
も
回
を
重
ね
、

最
近
で
は
軌
道
に
乗
っ
た
感
も

あ
る
が
、

5
月
か
ら
新
し
い
メ

ン
バ
ー
に
な
り
、
議
会
だ
よ
り

や
、
町
政
に
対
す
る
町
民
の
声

が
聞
き
た
い
、
そ
し
て
そ
れ
を

反
映
さ
せ
た
い
、
と
い
う
思
い

で
広
報
づ
く
り
に
励
ん
で
い
る
。

皆
様
方
の
ご
意
見
ご
要
望
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
〈
勢
屋
V

議
会
広
報
委
員
会

委委委委委

員

員員員員長

竹中竹大勢

和信信忠康

男光正勝一

内村井森屋


